
 

 

 

 

 

 

 

2015 年 10 月 19 日 

各 位 

株式会社大阪取引所 

 

国債先物取引市場開設 30 周年を迎えました 
 

 

国債発行残高の増加や金利の自由化の進展を背景に、債券の価格変動リスクを回避する

ための手段として、1985 年 10 月 19 日に、国債先物取引市場が開設（当時、東京証券取引

所）されてから、本日で 30 周年を迎えました。 

 

この間、長期国債先物取引に加え、長期国債先物オプション取引、超長期国債先物取引

及びミニ長期国債先物取引の導入など、取扱商品の多様化を図るとともに、市場機能強化

の観点から、限月間スプレッド取引、立会外取引及びギブアップ制度の導入や、取引時間

の延長及び取引システムのリプレースなど、様々な制度改革を実施してまいりました。 

 

当社代表取締役社長の山道裕己は、次のように述べています。「国債先物取引市場は、戦

後初の金融先物市場として開設されて以降、市場環境の変化を踏まえた取引制度の改善等

を重ねることにより、世界でも有数の流動性の高い市場を実現するとともに、わが国の代

表的な金利指標を提供するなどの重要な役割を果たしています。これも、多くの市場関係

者による御協力の賜物であり、厚く御礼を申し上げます。」   

 

昨今、取引手法の高度化や海外投資家の台頭等により、市場関係者の取引ニーズはます

ます多様化・複雑化しています。当社としては、これらの市場ニーズに応えるべく、「S&P/JPX 

日本国債 VIX 指数」の算出・公表を開始するとともに、2016 年央を予定する次期デリバ

ティブ売買システム（次期 J-GATE）の稼働以降は、国債先物・オプション取引の夜間立会

の終了時刻を、午前３時から午前５時 30 分まで延長し、ほぼ 24 時間の取引を可能とする

など、様々な取引制度の変更等を計画していく予定です。 

 

今後も引き続き、市場環境の変化を的確に捉えつつ、安定性・信頼性に加え利便性の高

い国債先物・オプション取引市場を提供すべく、市場機能の強化に努めてまいります。  

 

以 上                                            
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参考１ 長期国債先物取引の取引高・建玉残高・価格推移 

 
 

参考２ 国債先物取引市場開設後の主な制度変遷等 
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